
生涯学習総合センター窓口等業務委託募集要項 

 

１．事業概要 

⑴ 業務名 

生涯学習総合センター窓口等業務委託 

⑵ 業務の目的 

生涯学習施設の拠点である生涯学習総合センター（會津稽古堂）の窓口業務などの利

用者に接する業務を委託することで、利用者の利便性の向上と生涯学習の推進を図る。 

⑶ 履行期間 

平成 29年 4月 1日から平成 33年 3月 31日まで 

⑷ 上限額 

246,137,400円（消費税及び地方消費税を含む） 

 

２．公募型プロポーザルを適用する理由及び効果 

本業務の実施にあたり、民間事業者の持つ能力や経験を活かした企画の提案を広く求

め、利用者の利便性の向上と効率的な施設運営を行える。 

 

３．参加資格要件等 

プロポーザルに参加する者は、参加意向申出書（別紙様式１）の提出期限の日から契約

締結までの間、次に掲げる資格要件を満たさなければならない。 

⑴ 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当しない者で

あること。 

⑵ 会津若松市競争入札参加資格及び審査等に関する規程（平成 16 年会津若松市告示第

91号）第 5条の規定に基づき作成した名簿（以下「資格者名簿」という。）に登録され

ていること。 

⑶ 会津若松市工事等入札参加停止措置基準（平成 25年 3月 22日決裁）に基づく入札参

加停止措置期間中でないこと。 

⑷ プロポーザルに参加する他の者と資本関係（親会社・子会社の関係等）又は人的関係

（取締役等の兼務）がないこと。 

⑸ 会津若松市発注工事等からの暴力団等排除措置要綱（平成 19 年 12 月 14 日決裁）に

定める排除措置対象者でないこと。 

⑹ 前各号に掲げるもののほか、募集要項において求める要件を満たしていること。 

 

４．スケジュール 

日程 時間 内容 

10月 12日（水）  公募開始（公告日） 

10月 25日（火） 午後 5時 15分 質問書の受付締切 



11月 2日（水） 午後 5時 15分 参加意向申出書の提出締切 

11月 9日（水）  企画提案書の提出締切 

11月 24日（木） 未定 選考委員会 

12月 6日（火）  審査結果の通知（予定） 

12月 16日（金）  契約締結日（予定） 

 

５．質問方法 

⑴ 提出書類 

質問書（別紙様式 10） 

⑵ 提出期限 

平成 28年 10月 25日（火）午後 5時 15分必着 

⑶ 提出方法 

ファクシミリまたは電子メールによること。 

※ 送信後、電話にて着信を確認すること。 

⑷ 提出先 

会津若松市教育委員会生涯学習総合センター 

〒965-0871 会津若松市栄町 3番 50号 

電話番号 0242-22-4700（直通） 

ファクシミリ 0242-22-4702 

電子メール syougai@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp 

⑸ 質問への回答方法 

質問書への回答については、随時行うものとする。なお、質問者にはファクシミリま

たは電子メールで回答することとし、併せてその内容についてホームページに掲載す

るものとする。 

 

６．参加意向申出及び辞退の方法並びに様式等の入手方法 

⑴ 参加意向申出の期限 

平成 28年 11月 2日（水）午後 5時 15分必着 

⑵ 提出書類 

参加意向申出書（別紙様式１） 

⑶ 提出方法 

提出先へ、郵送またはファクシミリによること。 

※ ファクシミリによる場合は、送信後、電話で着信を確認すること。 

※ 提出先へ直接持参した場合は受理しない。 

⑷ 提出先 

会津若松市教育委員会生涯学習総合センター※5の⑷参照。 

⑸ 辞退方法 

参加意向申出書の提出後に辞退する場合は、企画提案書の提出期限までに辞退届（別



紙様式 11）を郵送または持参により、⑷の提出先へ提出すること。 

⑹ 様式等の入手方法 

参加意向申出書等の様式については、会津若松市ホームページからのダウンロード

により入手できるものとする。なお、郵送等による配布は行わないものとする。 

 掲載場所  トップページ>事業者の方へ>分野別（入札情報）>各分野のページ（発注

情報・契約情報（契約検査課以外） 

 

７．企画提案書の提出及び作成方法 

⑴ 企画提案書の内容 

１ 会社概要 

２ 類似業務の受託実績 

３ 業務に対する基本的な考え方 

４ 業務実施体制 

５ 業務責任者等の経歴及び類似業務の実績 

６ 雇用計画・研修計画 

７ 誰もが生涯にわたって学べる生涯学習総合センターにするための企画案 

・移動図書館運行における図書館所在地及び公民館（図書室）から遠い地域の市民に

対する図書サービス拡充のための提案（巡回場所は 56ステーションを下回らない

こと） 

・生涯学習活動の支援、読書活動の推進にかかるイベントの開催（開催回数は年間 1

回以上とする） 

・利用促進を図るための提案 

⑵ 提出書類 

（別紙様式２）表題 

（別紙様式３）会社概要 

（別紙様式４）類似業務の受託実績 

（別紙様式５）業務に対する基本的な考え方 

（別紙様式６）業務実施体制 

（別紙様式７）業務責任者等の経歴及び類似業務の従事実績 

（別紙様式８）雇用計画・研修計画 

（別紙様式９）企画案 

（任意様式）見積明細書（1枚） 

⑶ 提出部数 

８部 

⑷ 提出期限 

平成 28年 11月 9日（水）までに会津若松郵便局に必着のこと。 

⑸ 提出方法 

１ 会津若松郵便局留の一般書留または簡易書留郵便によること。 



２ 郵便局の郵便窓口への差し出しは、平成 28年 10月 31日（月）以降に行うこと。 

３ 提出期限日に会津若松郵便局必着で差し出すこと。 

※ 会津若松郵便局に到着後 10日を過ぎると差出人に返送されるため、十分留意の

うえ差し出すこと。 

※ その他の方法（持参、普通郵便、ファクシミリまたは電子メール）による提出は、

受け付けない。 

⑹ 提出先（あて先） 

別紙「提案提出用封筒の作成方法」のとおりとする。 

⑺ 作成上の注意点 

１ 事業終了期間を平成 32年度末として作成すること。 

２ 各提案書は、A4判縦、左綴じ、片面、横書き、文字は 10.5ポイントとすること。 

３ 書類等の作成に用いる言語、通貨及び単位は、日本語、日本円、日本の標準時及び

計量法（平成 4年法律第 51号）に定める単位に限ること。 

４ 提案書の内容に不足がある場合、その項目は 0点とする。 

⑻ 費用の負担等 

企画提案書、質問書その他の関係書類の作成及び提出に要する一切の費用は、応募者の

負担とする。また、提出された書類等は、返還しないものとする。 

 

８．審査方法 

⑴ 審査体制 

選定に係る審査は、市が依頼した 5 名の選考委員により組織された選考委員会（以下

「委員会」という。）が行うものとする。 

⑵ 審査方法 

１ 提出書類及び提案者へのヒアリングにより、委員会が審査項目について審査を行う。 

２ 審査基準をもとに 100点満点で審査し、本業務に適した提案者を選定する。 

⑶ 期日 

平成 28年 11月 24日（木）※ 時間は後日連絡する。⑸の 2参照。 

⑷ 場所 

生涯学習総合センター3階 研修室３ 

⑸ ヒアリングの方法 

１ ヒアリングには、2名までの出席が可能。 

２ ヒアリングの順序については、参加意向申出書の提出順とし、その順番及び時間に

ついては、平成 28年 11月 14日（月）に電話及びファクシミリにて連絡するものと

する。 

３ プレゼンテーションは、企画提案書の内容に沿って説明するものとする。 

４ プレゼンテーションの時間は、各団体 25分程度（内容説明 15分以内、質疑応答 10

分程度）とする。 

５ ヒアリングの際に新たな説明資料等の持ち込みは禁止する。 



 

９．審査基準 

別紙「生涯学習総合センター窓口等業務委託プロポーザル企画提案審査基準」による。 

 

10．結果の通知及び公表 

審査において選定された提案者名について、参加者全員にファクシミリ及び郵送によ

る文書にて通知する。また、契約締結後、選考結果をホームページにおいて公表する。 

なお、参加者は、選考結果について異議、その他の苦情の申出をすることはできないも

のとする。 

 

11．失格要件 

⑴ 参加意向申出書の提出期限日における参加者の参加資格の有無を確認し、要件を満た

していない場合。 

⑵ 提案書が提出期限を過ぎて提出された場合。 

⑶ 提案書が募集要項等において指定した方法以外の方法で提出された場合。 

⑷ 提案書その他提出書類に虚偽の記載をした場合。 

⑸ 選考委員に対して、故意に接触を求める行為を行った場合。 

⑹ 所管課の職員から不正にプロポーザル又は選考に係る情報を得ようとし、又は得た場

合。 

⑺ 前 2号のほか、選考に影響を及ぼすおそれがあると市長が判断する不正な行為を行っ

た場合。 

⑻ その他選考委員会が不適格と認める場合。 

 

12．契約手続きについて 

プロポーザルにおいては、本業務に適した提案者を選定するのみであり、契約を締結す

るまでは市と契約関係は生じない。 

市は、委員会で選定された提案者との間で、企画提案書を踏まえた協議を行った上で、

地方自治法第234条に定める随意契約の方法により契約を締結するものとする。その他、

契約締結に当たっては、会津若松市財務規則等に基づき行うものとする。 

 

13．留意事項 

⑴ 提出した提案書の書き換え、引き換え又は撤回することはできない。 

⑵ ヒアリングの指定された日時は、厳守することとし、天変地異等のやむを得ない事情

で遅刻、欠席する場合は、速やかに事務局まで連絡すること。 

⑶ 提案者が一者のみである場合においても、提案書及びヒアリング等により受託候補者

の選定を行う。 


